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大学ポートレートによる国際発信項目について（報告） 
 

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ２ ５ 日 
大学ポートレート運営会議 
国際発信に関する専門委員会 

 

 

１．国際発信項目検討にあたっての基本的考え方 

１－１．国際発信の意義・目的 
○ 国際発信の意義・目的は、大学ポートレート運営会議で以下のとおり整理されてお

り、本専門委員会では、それを踏まえ検討を進めた。 

・ 大学が教育研究上あるいは経営戦略上重視する機能は様々であり、したがって国

際発信の必要性や発信しようとする情報の内容も大学によって異なる。 
   各大学が工夫を凝らして自大学の情報を積極的に国際発信することは、各大学の

国際的な評価の向上、優秀な学生・教員の獲得や外国の大学との組織的・継続的な

教育連携の加速などにも寄与するものである。 
・ 大学ポートレートにおいては、各大学における主体的な情報発信を前提としつつ、

国公私立大学の教育に関する基本的な情報の共通枠組みとして、閲覧者が必要な情報

に到達できるようにすることが必要である。 
それにより、日本の大学教育全体に対する国際的な信頼性の確保や評価の向上、

質保証の促進に資することが中心的な意義・目的であると考える。 
 

１－２．国際発信の対象 
○ 本専門委員会では、国際発信の必要性が多様であることや、大学ポートレートの目

的が多岐にわたることを踏まえつつも、論点の明確化を図るため、まずは外国人留学

生の受け入れに対する情報発信としてふさわしい項目に焦点を絞って検討を進めた。 
 

１－３.検討の進め方 

○ 日本の大学に留学を希望する外国人留学生に対して大学が発信することが望ましい

項目を大学ポートレートによる発信に限定することなく網羅的に検討した。検討にあ

たっては、諸外国における留学生向けの情報発信の状況や日本学生支援機構、民間の

情報サイト等、国内における外国人留学生向けの情報発信の状況、「グローバル 30」

事業採択大学による共同ウェブサイト、中央教育審議会大学分科会で示された「国際

的な大学評価活動の展開状況や我が国の大学に関する情報の海外発信の観点から公表

が望まれる項目の例」なども参考にした。 
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２．大学ポートレートによる国際発信項目（案） 
○ 国内発信項目に加え、別添一覧の情報が盛り込まれることが適当との結論に至った。 
  なお、発信項目の整備に関しては、大学の多様性に配慮し必須項目は設けないこと  

とし、各大学の方針に基づき、項目を取捨選択されることが望ましいと考える。別添

一覧の中での整理は次のとおり。 

◎：大学ポートレートで共通的に発信することが望まれる基本的な情報 

  ○：大学ポートレートで積極的に発信しようとする大学が選択的に発信することが

望まれる情報 

◆：各大学が必要に応じて任意に発信することが望まれる情報 
 

３．国際発信の方法・体制について 

○ 大学ポートレートにおいて、国際発信が望ましい項目からどの項目をどのような方

法で発信するかなどについては、大学ポートレート運営会議で審議されることである

ため、本専門委員会として整理はしていない。 
  なお、議論の過程で出された意見については、以下「４．」に付しておく。 
 

４．国際発信を行う上での留意事項 
○ 公表画面は簡潔明瞭なものが望ましい。 
○ 利便性に配慮し、検索機能を充実することが望ましい。 
○ 公表後も、各大学においてより充実した情報発信を進めることが望ましい。 
○ 情報の充実、大学の負担軽減の観点から、大学のウェブサイトとのリンクも考えら

れるが、安易なリンクは逆に利便性を損なうことにも留意が必要である。 
○ 教育機関にふさわしい、正確で国際通用性のある英語での表示が望まれる。このた

め、翻訳例を示すなど、大学の国際発信をサポートする取組も必要である。 
○ 学位取得を目的とするプログラムと学位が取得できないプログラム（留学生別科や

研究留学生等）があることを明確にしておくことが望ましい。 

○ 大学においては、外国人留学生の視点から適切な情報の発信について工夫すること

が望ましい。 

 


















